
験

震

時

報

第

三

巻

第

=

競

李R

文

関
東
大
地
震
の

験
震
皐
的
考
察

図
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信

緒

宅=-
Eヨ

今
迄
地
震
皐
上
か
ら
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
地
震
を
調
査
報
告
さ
れ
カ
論
文
は
数
種
刊
行
ヨ
れ
て
居
る
。
而

し
て
其
等
の
論
文
中
有
力
な
も
の
と
し
て
は
先
づ
次
の
如

3
も
の
で
あ
ら
う
。

(ー)
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村

明
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地
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調
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査

曾

報

告

第

百

競

(

甲

)

k
p
ロ
p
q
t
o
Hロペ
g
丘
町
立
色
。
ロ
。
同

F
O
の
円
。
器
開
巧
包
H
H
Z

出
2
5心
g
w
o
H

】

1
5
0
・
H

B
句
。
正
巳
〉

g門
H
O
B
U
1

。
同
句
者
H
V
F
J
1
。
-
-
P
5
8・

(二)

松

i
 
I
 

『

ι

基

量百

出
o
z
a
。ロ

5
0
出
与
足
。
。
h
p
o
H附
」
司
自
ユ
。
回
記
S
G
H
M
P
W
。

吋円民、〈史】
M

円
白
。
目
。
ロ
色
町
ρ
g
w
ω
m
o
z
o
m
K
M
W
同
nvm
。目。己
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(三)

中
村
左
衛
門
太
郎

関
東
大
震
災
調
査
報
血
ス
地
震
篇
)

関
東
大
地
震
調
査
報
告

中
央
気
象
壷
刊
行
大
正
十
三
年
九
月
二
十
五
日
義
行

震
災
諜
防
調
査
官
報
告
第
百
就
ハ
甲
)
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目
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(六)

平

里子

認!

介

震
涼
捜
索
と
大
森
益
式

関
東
大
地
震
の
初
動
惇
播
速
度
と
震
域

気
象
集
誌
第
二
斡
第
二
巻
第
四
撹

気
象
集
誌
第
二
輯
第
二
容
第
四
披

レし]

松

津

武

雄

。ヴ田
2
4伊丹一円。ロ
O
同
∞
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目
。
出
内
。
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ロ
酔
開
ミ
F
2
z
p
r
o
pロ(同時
7
色
円
ペ
ロ

Bφ
色

EmH口
。
。
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5
e
J
6
・

東
京
帝
岡
大
準
地
震
研
究
所
全
報
第
五
班

以
主
六
論
文
中
に
は
相
模
大
地
震
の
震
央
位
置
、
震
源
の
深
3
等
を
、
地
震
計
観
測
の
結
果
か
ら
算
出
し
て
あ
る
。
然
し

，
共
の
位
置
、
深
3
等
は
互
に
著
し
く
相
違
し
て
居
て
、
何
れ
を
異
な
ウ
?
に
す
る
事
を
一
符
ね
程
で
あ
る
。
然
も
震
源
に
於
て

如
何
な
る
機
巧
が
地
震
嘗
初
に
起
っ
た
か
に
至
つ
て
は
、
僅
か
に
中
村
左
衛
門
太
郎
博
士
の
初
動
方
向
か
ら
の
説
明
が
あ

る
が
、
之
れ
に
も
後
に
漣
ぶ
る
如

3
矛
盾
を
含
h
u

で
居
る
。

要
す
る
に
関
東
大
地
震
を
地
震
観
測
か
ら
調
査
し
た
結
果
は
極
め
て
匡
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
震
央
の
位
置
、
震
源

の
深
3
及
び
震
源
に
於
け
る
運
動
等
、
何
れ
も
確
た
る
結
果
が
獲
ら
れ
て
居
な
い
と
云
ふ
も
差
支
が
無
い
。
然
し
私
は
以

上
列
記
し
た
諸
家
の
調
査
が
正
鵠
を
失
し
て
居
る
と
云
ム
の
で
は
無
い
。
共
の
戎
る
も
の
に
至
つ
て
は
賞
に
敬
服
す
可

3

調
査
を
行
は
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
又
或
る
も
の
は
材
料
の
不
備
な
た
め
に
不
幸
に
し
て
良
好
な
結
果
に
到
達
し
得
な
か

っ
た
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
叉
以
上
の
諸
論
文
は
単
に
震
央
位
置
、
震
源
の
深
ヨ
及
び
地
震
の
機
巧
等
の
み
を
論
じ
た
も

り
で
な
く
、
他
に
も
っ
と
重
要
な
調
査
を
記
し
て
あ
る
。



然
し
私
は
草
に
駿
震
準
上
の
み
よ
A
リ
調
査
し
た
関
東
大
地
震
は
如
何
な
る
結
果
を
奥
へ
る
の
で
あ

ιう
か
と
云
ム
問
題

に
就
て
徹
底
的
調
査
を
行
っ
て
見
ゃ
う
と
の
希
望
を
珠
て
か
ら
抱
い
ず
，
居
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
準
備
と
し
て
前
述

諸
家
の
論
文
を
譲
む
に
及
ん
で
、
其
等
の
結
果
が
あ
ま
A

り
に
相
違
し
て
居
る
の
を
知
っ
て
、
此
の
種
の
調
査
が
極
め
て
必

要
な
一
帯
を
盆
々
痛
威
し
た
の
で
あ
る
。

依
っ
て
弦
に
中
央
気
象
士
室
長
岡
田
博
士
の
命
危
機
と
し
て
、
会
図
各
地
方
測
候
所
の
記
象
紙
を
仔
細
に
験
測
し
、
験
震

墜
上
よ
ム
リ
関
東
大
地
震
を
徹
底
的
に
調
査
せ
ん
と
と
を
企
て
売
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
共
の
結
果
を
総
合
し
た
も
の
で
あ

っ
て
其
の
一
部
は
曾
℃
私
が
殺
表
し
た
「
日
本
に
於
け
る
地
震
波
動
の
停
播
に
附
す
る
研
究
、
第
三
報
」
(
気
象
集
誌
第
二

輯
第
三
容
第
十
一
競
)
中
の
も
の
と
重
複
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
調
査
の
全
般
を
記
述
す
る
矯
め
、
重
要
な
も
の
は
重
複

を
厭
は
ず
敢
て
弦
に
再
録
す
る
こ
と
L
し
た
。

叉
本
調
査
は
各
地
方
測
候
所
及
東
京
帝
図
大
皐
地
震
準
教
室
、
東
北
帝
図
大
向
車
向
山
観
測
所
、
中
央
気
象
蚕
等
の
観
測

を
悉
く
用
ひ
て
種
々
に
考
察
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
勢
以
前
述
し
た
諸
家
の
調
査
結
果
と
は
異
る
効
も
あ
る
。
従
っ
て
斯

か
る
貼
に
就
て
は
前
漣
諸
家
の
調
査
方
法
及
共
の
結
果
を
も
並
記
し
て
敢
て
大
方
の
御
批
剣
に
訴
へ
る
次
第
で
あ
る
。
抜

に
調
査
結
果
を
報
告
す
る
に
や
回
っ
て
、
調
査
の
動
機

p-
述
べ
以
て
絡
ヨ
一
ロ
と
す
る
。

図
に
、
前
述
し
た
如
〈
本
調
査
は
各
観
測
所
の
地
震
計
観
測
に
立
脚
し
て
居
る
故
、

地
震
後
現
官
初
に
於
け
る
現
象
の

み
を
論
じ
1

其
の
主
要
動
h
L
於
て
起
っ
た
大
地
続
投
・
ど
か
、
此
の
地
震
の
原
因
乏
か
に
就
て
吋
一
一
一
一
日
本
論
及
せ
ぬ
事
と
し
た
。

一一
一
一一一



二
一
四

不
幸
に
し
て
な
は
蛍
時
費
地
調
査
に
蛍
ら
ず
、
何
等
比
の
穫
の
材
料
も
持
合
せ
て
居
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

一

、

震

央

の

決

定

今
迄
政
官
表

3
れ
た
関
東
大
地
震
の
震
央
は
次
の
如

3
も
の
で
あ
る
。

円
今
村
博
士
吋
・
東
京
帝
岡
大
摩
地
震
皐
数
室
の
観
測
ょ
の
初
期
微
動
絞
綴
時
間
九
秒
八
を
符
.
之
れ
に
同
博
士
の
震

源
距
雌
L
Y
求
む
る
公
式
h
d
H
H

吋
・
宮
内
(
必
一
は
震
源
距
離
.
t
は
初
期
微
動
総
績
時
間
)
を
適
用
し
て
震
源
距
離
を
求
め
て
居

る
。
更
に
之
れ
に
初
動
の
射
出
角
を
加
味
し
震
央
を
求
め
る
と
東
経
百
三
十
九
度
二
十
五
分
、
北
緯
三
十
五
度
七
分
と
な

0
.
相
模
湾
大
島
の
北
方
約
四
十
粁
の
沖
合
に
蛍
っ
て
居
る
。
街
伺
博
士
は
此
の
地
震
が
引
績
主
三
岡
の
別
個
の
地
震
を

起
し
て
居
る
事
を
唱
へ
て
居
ら
れ
る
。

一一
所
を
震
央
と
し
た
が
、
共
の
結
果
は
大
磯
、
小
田
原
、
秦
野
を
含
h
u
相
模
湾
北
岸
と
な
ム
リ
、
秦
野
附
還
を
震
央
に
選
ん
で

中
村
左
衛
門
太
郎
博
士
は
各
地
方
測
候
所
の
記
象
紙
を
自
ら
験
測
し
て
初
動
方
向
を
測
定
し
‘
其
れ
が
牧
欽
亨
る

居
る
。
と
れ
ば
著
者
が
後
に
記
す
四
方
法
に
て
求
め
た
も
の
と
善
く
一
致
し
て
居
る
。

三
松
山
博
士
は
矢
張
。
各
地
測
候
所
の
記
象
紙
を
自
ら
験
測
し
、
初
動
方
向
を
求
め
共
れ
が
牧
飲
す
る
地
貼
を
震
央

と
し
、
相
模
北
部
沿
岸
図
府
津
附
近
と

L
℃
居
る
。
此
の
震
央
も
著
者
の
求
め
た
も
の
と
普
く
一
致
す
る
。

白
品
理
皐
士
は
東
北
帝
図
大
準
向
山
観
測
所
(
仙
憂
市
郊
外
所
在
)
に
於
け
る
観
測
よ
'
り
、
初
期
微
動
四
十
七
秒

四
五
を
得
、
之
れ
に
震
源
距
隊
を
求
む
る
公
式
で
H

∞・(河内

を
適
用
し
震
源
距
離
三
百
八
す
三
粁
五
を
得
て
居
る
。
夏
に
之



れ
に
初
動
方
向
南
十
八
度
西
、
射
出
角
七
度
九
を
加
味
し
て
震
源
を
求
め
、
立
〈
れ
よ
'
り
震
央
を
求
め
る
と
東
経
百
三
十
九

度
三
十
六
分
岨
北
緯
三
十
四
度
五
十
二
分
と
な

0
三
浦
牛
島
城
ケ
島
の
南
方
約
三
十
五
粁
沖
合
に
蛍
っ
て
居
る
。

五
平
野
烈
介
氏
は
震
源
距
離
を
求
む
る
公
式
と
し
て
大
森
博
士
の

a
H
吋
・
ぉ
目
そ
用
ひ
、
各
地
方
測
候
所
に
て
観
測

せ
し
初
期
微
動
機
績
時
間
よ

0
・
震
源
距
離
を
算
出
し
、
震
央
を
求
め
た
る
に
、
北
緯
三
十
五
度
三
十
分
三
、
来
一
経
百
三
十

八
度
四
十
八
分
七
を
得
富
士
山
の
北
方
な
る
河
口
湖
の
東
四
粁
の
地
結
と
な
っ
て
居
る
。
此
の
震
央
は
他
の
諸
家
の
夫
れ

一、
」，
F

を
決
定
せ
る
外
、
初
動
方
向
の
験
測
よ
ιり
求
め
た
る
射
出
角
及
び
大
森
公
式
よ
ム
リ
求
め
た
る
震
源
距
離
を
用
ぴ
、
熊
谷
、

と
は
著
し
く
臭
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

須
田
技
師
は
大
森
公
式
日
HH
吋
-SN
を
震
源
距
離
算
定
に
用
ひ
て
布
良
、
東
京
の
初
期
微
動
機
療
時
間
よ
ム
り
震
央

銚
子
の
験
測
に
よ
h
震
央
を
求
め
た
る
に
相
模
湾
中
部
と
な
っ
て
居
る
。

七
松
津
理
問
中
士
は
関
東
大
地
震
の
走
時
曲
線
を
描
く
上
に
震
央
を
北
緯
三
十
五
度
十
六
分
、
東
経
百
三
十
九
皮
二
十

分
と
仮
定
し
て
居
る
。
此
の
仮
定
は
同
氏
が
求
め
た
東
京
帝
大
の
初
期
微
動
機
績
時
間
九
秒
八
か
ら
求
め
た
も
の
と
も
一

致
す
る
と
云
ム
の
で
あ
る
。

扱
斯
様
に
し
て
求
め
ら
れ
た
震
央
の
位
置
を
図
上
氏
記
入
し
て
見
る
と
、
中
村
.
松
山
雨
博
士
の
は
可
な
ιり
近
〈
に
求

め
ら
れ
た
が
、
他
の
諸
氏
の
は
著
し
く
異
っ
て
居
る
。
第
一
周
に
於
て
ー
は
今
村
博
士

.
M
は
松
山
博
士
、

N
は
中
村
博

士、

S
は
須
田
技
師
、

R
は
白
鳥
理
皐
士
、
五
は
平
野
氏
、

T
は
松
津
助
教
授
の
求
め
ら
れ
弁
震
央
位
置
で
あ
る
。

ニ
一
五
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共
蕗
で
著
者
は
各
地
方
測
候
所
に
於
け
る
観
測
結
果
及
び
著
者
自
身
夫
等
測
候
所
の
記
象
紙
か
ら
駿
測
し
た
値
乞
用
以

著
者
の
求
め
た
る
震
央

て
、
等
殺
震
時
線
.
等
初
期
微
動
線
、
初
動
方
向
等
を
求
め
た
ー
結
果
よ
A

り
決
定
し
わ
震
央
を
記

L
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

笠
リ
後
震
時
線
に
依
る
震
央
位
置

等
後
震
時
線
け
い
各
地
方
観
測
所
で
測
定
し
た
後
震
時
を
図
上
に
記
入
し
て
、
其

/.-?，-

.!>Iう

表
各
地
方
観
測
所
に
於
け
る
験
測
結
果
(
但
し
.
一
2
J
は
著
者
の
除
測
ぜ
し
も
の
虫
中
に
も
著
者
の
険
制
ぜ
し
も
の
め
り
)

翻
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O
一
四
九
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O

O
二
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回
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三

O
一
一
一
二
号
O

O
三
一
三
、
八

O
三
三
O
、八

O
一ニ三九、(リ

八
七
三
一

一八八、
O

一六一ニ、

o

ニ
O
九、

o

一
八
五
、
七

二一

O
、の

二
O
九、四

二
三
五
、

o

一一六二、

o

二
六
、
問

一五

八七

七
九
八

一
八
九
五

一
五
七
七

二

O

一ニ

ニ
二
八
八

二ニ
O
四

一一一一一一一一一

二
二
七
ニ

二
二
五
六
一一一一一一
六
五
五

の
値
の
等
し
い
所
を
結
ん
で
得
ら
れ
る
も
の
で
、
共
の
中
心
が
震
央
で
あ
る
。
今
第
一
表
中
に
記
し
た
後
震
時
に
依
0
十

一
時
五
十
八
分
四
十
秒
の
等
礎
震
時
線
を
重
い
て
見
る
と
第
一
同
鎖
線
の
如
く
に
な
'
り
、
共
の
中
心
は
東
経
百
三
十
九
度

十
三
分
、
北
緯
三
十
五
度
二
十
三
分
、
秦
野
附
近
と
な
ム
り
、
中
村
博
士
の
求
め
た
る
震
央
左
善
〈
一
致
す
る
。
命
等
殺
震

時
線
が
縮
図
を
な
す
事
に
就
て
は
気
象
集
誌
第
二
輯
第
一
一
一
条
第
十
一
一
銑
の
拙
著
.

す
る
研
究
(
第
三
報
)
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
c

日
本
に
於
け
る
地
震
波
動
の
停
播
に
関

向

等

P
S
線
上
'
り
求
め
た
る
震
央

総
緩
時
間
を
漬
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
値
は
各
地
方
測
候
所
の
記
象
紙
複
潟
ょ
の
大
部
分
著
者
自
身
読
取
っ
た
も
の

等
P
S
線
-P一堂且

t
に
は
各
地
方
測
候
所
に
℃
待
た
る
地
震
計
記
象
よ
ム
り
P
S
の・

二
一
九



二
二

O

を
用
ひ
、
之
れ
を
第
一
表
、
中
に
記
し
て
あ
る
。
但
し
所
に
依
A

リ
て
記
象
紙
複
潟
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
‘
其
の
観
測

所
に
て
護
取
っ
均
値
グ
目
立
パ
の
億
用
ひ
て
あ
る
。
又
此
の
讃
取
A

り
の
際
に
所
に
よ
h
ノ
て
は
東
西
動
か
南
北
動
か
の
何
れ
か
一

方
は
数
振
動
の
後
揃
針
記
象
紙
外
に
逸
出
し
た
も
の
が
あ
る
。
新
か
る
場
合
に
は
残
る
一
方
の
分
動
の
み
に
つ
う
験
測
を

行
っ
て
あ
る
。

s

克
に
注
意
す
可

3
は
東
京
の
初
期
微
動
で
あ
る
が
、
今
村
博
士
及
松
理
助
教
授
は
同
じ
認
象
紙
(
震
災
諭
域
防
調
春
一
命
日
報

告
、
第
百
競
甲
、
こ
十
六
頁
所
載
)
よ
h
ノ
九
秒
八
b
g・
P
S
と
し
て
駿
測

3
れ
た
。
然
し
茅
者
は
同
じ
材
料
を
用
ひ
八
秒
八

を
以
℃
P
S
の
総
緩
時
間
と
し
た
。

斯
く
て
十
秒
の
等
P
S
線
を
霊
く
と
、
第
一
間
結
線
の
如
く
化
な
A

り
立
〈
の
中
心
は
東
経
百
三
十
九
度
二
十
一
分
、
北
緯

a
L
m即
断
UU守

三
十
五
度
二
十
分
即
ち
相
模
川
河
口
平
塚
附
近
と
な
る
。

倫
等
P
S
線
の
形
成
も
矢
張
'
り
一
つ
の
縮
図
形
を
な
し
て
居
る
が
之
れ
は
著
者
の
日
本
に
於
け
る
地
震
波
動
の
停
播
に

関
す
る
研
究
第
六
報
(
気
象
集
誌
第
二
輯
第
六
巻
第
三
競
)
乞
参
照
せ
ら
れ
度
い
。
囚
に
此
の
等
P
S
線
の
形
が
管
て
著
者

が
本
地
震
に
就
て
描
い
た
も
の
と
異
る
の
は
、
前
者
は
各
観
測
所
に
於
け
る
験
測
結
果
の
み
そ
用
ひ
た
の
に
反
し
今
回
の

は
著
者
自
身
議
取
っ
た
も
の
を
用
ひ
た
魚
め
で
あ
る
。
叉
其
れ
民
は
東
京
の

P
S
の
値
が
前
述
し
た
如
く
異
っ
た
の
が
最

も
主
要
な
原
因
を
魚
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

初
動
の
方
向
よ
'
り
求
め
た
る
震
央
初
動
方
向
を
各
地
方
観
測
所
の
記
象
紙
複
努
よ
ム
り
譲
取
っ
て
見
る
ξ
第
二
表
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一一一一一一

の
如
き
値
を
得
る
。
但
し
初
動
方
向
は
震
源
に
於
け
る
第
一
動
の
方
向
、
即
ち
起
震
力
の
方
向
を
現
は
す
も
の
で
あ
る
か

ら
、
験
震
何
事
上
極
め
℃
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
従
っ
て
第
二
表
中
に
は
今
村
.
中
村
‘
須
田
三
氏
の
験
測
3
れ
た
も
の
、

及
び
各
測
候
所
に
於
け
る
験
測
結
果
い
中
央
気
象
墨
隼
回
公
地
氏
並
び
に
著
者
等
が
全
く
別
々
に
譲
取
っ
た
結
果
を
も
並

記
し
、
共
の
正
確
度
を
示
す
こ
と
L
し
た
。

抜
各
地
方
観
測
所
の
初
動
方
向
を
夫
々
延
長
し
て
其
等
の
交
黙
を
求
h
u
れ
ば
震
央
に
於
て
交
る
可

3
筈
で
あ
る
が
、
韓
民

際
は
観
測
の
誤
差
、
地
殻
の
不
均
等
に
依
'
り
て
決
し
て
一
知
に
は
交
ら
ず
、
交
線
は
第
一
周
の
如
く
或
る
面
積
内
に
密
集

す
る
。
今
此
の
面
積
の
中
心
を
求
め
る
と
、
東
経
百
三
十
九
度
十
八
分
、
北
緯
三
十
五
度
二
十
二
分
の
地
姑
と
な
ム
リ
、
平

塚
の
北
西
金
目
附
近
と
な
る
。
此
の
震
央
は
中
村
左
衛
門
太
郎
、
松
山
雨
氏
が
夫
々
矢
張
。
初
動
方
向
よ
h
ノ
求
め
た
る
震

央
と
極
め
て
善
く
一
致
す
る
。

斯
く
て
著
者
が
等
後
震
時
線
、
等
P
S
線
及
び
初
動
方
向
等
よ
ム
リ
求
め
た
る
震
央
は
悉
く
相
模
湾
沿
岸
に
℃
、
之
等
各

地
貼
聞
の
最
大
距
離
十
粁
を
越
え
ず
極
め
て
満
足
な
る
結
果
に
到
達
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
等
三
方
法
に
よ
'
り
求
め
た
る

震
央
の
中
心
は
東
経
百
三
十
九
度
十
七
分
、
北
緯
三
十
五
度
二
十
二
分
即
ち
平
塚
の
北
西
金
目
附
近
と
な
る
。

設
に
注
意
す
可

3
は
著
者
が
震
央
左
稀
す
る
も
の
は
前
記
等
援
震
時
線
、
等
P
S
線
及
初
動
方
向
に
依
A

り
て
求
め
た
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
て
各
観
測
所
に
で
戚
ぜ
し
、
地
震
の
第
一
動
の
殺
せ
し
原
知
の
真
上
に
蛍
る
地
劫
を
指
す
も
の
で

所
謂
後
震
劫
の
認
で
あ
る
。
故
に
斯
く
の
如
き
震
央
が
、
其
の
後
に
起
。
た
る
主
要
動
に
由
る
大
振
動
の
絡
め
に
生
じ
た
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出回目
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次
に
前
述
し
わ
代
田
辰
央
に
封
す
る
震
源
の
深

3
を
求
め
て
見
ゃ
う
と
思
ム
。
然
し
先
づ
順
序
と
し
て
現
在
迄
諸
家
の
設
と

I I 
2
5
 

し
て
後
表
せ
ら
れ
た
る
此
の
地
震
の
震
源
の
深
3
に
閲
す
る
結
果
を
簡
単
に
記
し
て
見
ゃ
う
。

↓
今
村
博
士
は
東
京
帝
図
大
皐
地
震
月
千
数
室
の
観
測
よ
h
水
平
動
及
上
下
動
の
初
動
の
大
3
夫
々
了
五
粍
及
0
・五

粍
を
得
た
。
然
る
に
同
博
士
の
設
と
し
て
上
下
動
の
初
動
の
大

3
は
常
に
之
乞
二
分
の
一
し
て
之
れ
を
水
平
動
初
動
と
組
・

。・凶
mw

A
口
は
す
時
は
常
に
満
足
左
伏
角
を
血
ハ
ム
る
と
の
偲
定
に
基
き
¥
東
京
に
於
け
る
伏
角
は
、

g
p
L
J
M引
左
な
る
。
故
に
之

れ
を
初
期
微
動
の
線
療
時
間
十
二
秒
四
に
七
・
四
四
な
る
係
数
を
乗
じ
て
得
た
る
震
源
距
離
九
十
二
粁
と
組
合
せ
て
、
深
3

を
求
む
る
と
主
は
十
五
粁
な
ろ
値
を
得
て
居
る
。
而
し
此
の
値
は
同
博
士
が
震
災
直
後
に
後
表

3
れ
た
も
の
で
共
後
帝
図

車
士
院
報
告
第
二
容
中

K
は
初
動
方
向
及
P
S
の
値
を
訂
正

3
れ
宮
内
故
勿
論
震
源
の
深
ヨ
も
異
る
事
と
思
ム
。
故
に
弦
に

Jノ

ニ
二
五
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記
し
た
の
は
草
に
参
考
と
し
℃
の
み
で
あ
る
事
を
御
断
'
り
す
る
。

コ
中
村
左
衛
門
太
郎
博
士
は
東
京
中
央
気
象
牽
に
て
観
測
せ
し
初
期
微
動
総
績
時
間
十
二
秒
に
大
森
公
式
に
依
る

七
・
四
二
を
采
じ
て
震
源
距
離
八
十
九
粁
を
符
、
震
央
を
秦
野
附
近
と
し
て
、
震
波
の
直
迭
を
限
定
し
、
三
角
形
ょ
の
震
源

の
深
3
六
十
六
粁

p-符
て
居
る
。
斯
く
震
央
距
離
極
め
て
小
な
る
所
に
あ
'
り
℃
は
、
震
源
距
離
と
初
期
微
動
総
綾
時
間
と

の
悶
附
係
は
決
し
て
一
定
な
ら
ゴ
る
故
、
斯
か
る
方
法
に
て
震
源
の
深
ヨ
を
求
む
る
方
法
は
大
な
る
難
黙
を
存
す
る
。
然
も

大
森
公
式
の
係
数
た
る
七
・
四
二
は
震
源
距
離
を
求
h
u

る
も
の
と
し
て
小
に
過
ぐ
る
。
叉
東
京
に
於
け
る

P
S
の
値
比
前
述

せ
し
如
く
十
二
秒
で
は
明
か
に
大
に
過
ぎ
る
様
で
あ
る
。

ヨ
松
山
博
士
は
全
く
別
穫
の
方
法
、
即
ず
り
走
時
曲
線
及
竣
震
時
を
利
用
し
て
深
3
を
求
め
て
居
る
。
今
震
波
は
直
迩

す
る
と
の
仮
定
の
下
広
、
地
殻
表
層
K
於
け
る
地
震
縦
波
の
速
度
の
を
毎
秒
五
粁
三
と
し
、
或
る
観
測
所
の
震
央
距
雌
乞

A
粁
.
其
の
観
測
所
に
於
け
る
後
震
時
と
震
央
に
於
け
る
後
震
時
と
の
差
を
T
'と
す
れ
ば
、
震
源
内
深

a
h
は
次
の
式
で

奥
へ
ら
れ
る
。

h
V
N

・l
e
N
吋
N

山

u
d
、H
，

T
は
即
ち
地
表
面
に
沿
ふ
震
波
の
見
掛
け
の
走
時
で
あ
る
。
今
各
観
測
所
の
楼
震
時
よ
ι
り
走
時
曲
線
を
作
。
、
震
央
に
於

け
る
稜
震
時
を
求
む
れ
ば
十
一
時
五
十
八
分
三
十
二
秒
と
な
る
。
故
に
夫
れ
よ

-oT
を
山
本
め
h
を
算
出
す
れ
ば
次
表
の
如

11 

き
値
を
得
る
。



、

議震時|震央距離|観測所 T 

貫長 lノfr 1時158分生6秒 9粁6 u. 22 

銚 子 57 160 25 30 

水 戸 56 168 2生 47 

長 野 56 176 24 58 

名古屋 59 05 203 33 30 

彦 キ艮 14: 270 42 51 

新
く
し
て
求
め
ら
れ
た
る
震
源
の
深
3
を
平
均
す
れ
ば
卒
均
値
と
し
て
四
十
粁
と
な

る
が
、
若
し
震
波
の
曲
迭
を
考
慮
し
て
之
れ
を
補
正
す
れ
ば
卒
均
三
十
粁
と
な
る
。
此

の
値
は
勿
論
後
震
時
の
み
を
用
ひ
て
算
出
し
た
も
の
故
公
算
誤
差
は
相
蛍
大
な

9
と
考

へ
ら
る
る
も
、
震
源
の
深
3
と
し
て
得
ら
れ
た
る
三
十
粁
は
著
者
が
後
に
記
す
如
き
こ

三
の
方
法
に
依
'
り
求
め
た
も
の
と
極
め
て
善
く
一
致
し
て
居
る
，

潤
白
鳥
皐
士
は
仙
憂
に
於
け
る
観
測
よ

O
P
S
の
値
と
し
て
四
十
七
秒
五
を
得
之

れ
に
八
・

O
八
な
る
係
数
を
乗
じ
て
得
た
る
震
源
距
離
三
百
八
十
三
粁
五
に
、
上
下
動
及

水
平
動
初
動
ょ
。
求
め
売
る
射
出
角
七
度
九
を
加
味
し
て
、
震
波
は
直
進
す
る
も
の
と

の
考
へ
よ

b
震
源
の
深
3
四
十
四
粁
を
得
て
居
る
。
此
の
方
法
は
比
較
的
遠
距
離
舵
あ

る
一
観
測
所
の
値
の
み
よ

b
求
め
た
る
も
の
で
あ
る
故
、
設
差
も
相
嘗
大
な
る
事
は
免

れ
な
い
。

五
森
公
式
の
係
数
七
・
四
二
を
乗
じ
震
源
距
離
を
算
出
し
、
之
等
を
宇
径
と
し
て
球
面
を
霊
く
と
き
は
、
河
口
湖
の
東
一
里
の

平
野
烈
介
氏
は
東
京
、
熊
谷
E

前
橋
、
甲
府
、
沼
津
及
松
本
等
の
観
測
土
。
求
め
た
る
初
期
微
動
繕
績
時
間
に
大

直
下
、
四
十
粁
の
深
ヨ
に
て
一
知
に
舎
ず
る
事
を
知
っ
た
。
其
れ
よ
ム
ワ
四
十
粁
を
震
源
の
深
3
と
し
て
居
る
。
然
し
大
森

公
式
の
係
数
を
新
か
る
小
な
る
震
央
距
離
の
地
撤
に
て
常
数
と
す
る
事
に
就
て
著
者
は
異
論
を
挟
む
も
の
で
あ
る
。

七



ニ
ニ
ヘ

央
距
離
及
震
源
距
離
ょ
の
深
3
を
出
す
方
法
の
二
方
法
に
依

0
、
前
者
に
て
は
熊
谷
及
銚
子
、
後
者
に
℃
は
布
良
及
東
京

須
田
技
師
は
初
動
観
測
ょ
，
O
J
射
出
角
を
出
し
、
大
森
公
式
よ
ム
ツ
震
源
距
離
を
求
め
て
深
さ
を
求
な
る
方
法
左
、
震

の
観
測
結
果
を
用
ぴ
震
源
の
平
均
の
深
3
と
し
て
四
十
八
粁
な
る
値
を
得
℃
居
る
。

七
松
津
助
数
授
は
前
述
し
た
如
き
震
央
を
仮
定
し
、
其
れ
よ
h
ノ一
P
相
の
成
生
機
巧
か
ら
震
源
の
深
誌
を
約
四
十
粁
と

考
へ
て
居
る
。

要
す
る
に
以
上
諸
氏
に
よ
P
9
求
め
ら
れ
た
る
震
源
の
深
3
は
十
五
粁
、
六
十
六
粁
、
三
十
粁
、
四
十
四
粁
、
四
十
粁
.

四
十
八
粁
及
四
十
粁
等
の
値
を
得
て
居
る
が
、
共
等
の
方
法
は
数
個
所
の
観
測
材
料
の
み
に
よ
h
ノ
)
主
に
大
森
公
式
を
利

用
し
て
居
る
。
只
松
山
博
士
の
方
法
の
み
が
趣
を
異
侭
す
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
其
の
値
も
比
較
的
誤
差
多
く
何
れ
を

出
兵
'
と
す
る
か
取
拾
に
苦
し
ま
ゴ
る
を
符
忍
い
。

↓、J 扱著
者
は
前
述
し
た
諸
家
の
用
ひ
ら
れ
た
方
法
中
初
期
微
動
機
績
時
間
K
或
る
常
数
を
采
じ
て
震
源
距
離
を
出
す
方
法

著
者
の
求
め
た
る
震
源
の
深
さ

は
、
震
央
距
離
が
殆
ん
と
相
等
し
き
観
測
所
の
結
果
を
用
ふ
れ
ば
)
可
な
ι
り
迄
信
用
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
震
央
距

離
に
あ
ま

b
差
あ
る
所
の
値
に
依
か
て
は
、
求
め
ら
れ
た
る
値
が
可
な

0
正
確
度
を
侠
く
恐
れ
が
あ
る
。
然
治
射
出
角
乞

用
ふ
る
方
法
に
は
種
々
な
る
難
貼
を
生
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。
依
て
出
来
得
る
限
。
多
数
の
観
測
所
の
値
を
用
ひ
で
算
出
衣

る
次
の
如
き
方
法
に
依
ι
り
震
源
の
深
3
を
求
め
℃
見
た
の
で
あ
る
。



P
S
I
A
国
表
よ
ム
り
求
む
る
・
方
法
、
先
づ
第
一
表
中
に
掲
げ
た
る

P
S
の
値
を
縦
軸
に
1

震
央
距
離
を
横
軸
に
選

び
、
直
交
座
標
軸
系
に
℃

P
S
I
A
曲
線
を
重
い
て
見
る
。
此
の

P
S
の
値
は
各
観
測
所
の
記
象
紙
察
し
ょ
。
著
者
自
身

、、1
ノ

・
唱

i
，，E
，.、

験
測
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
℃
、
寝
し
が
手
許
に
な
い
も
の
は
測
候
所
に
於
け
る
駿
測
値
を
其
俵
用
ひ
℃
あ
る
。
叉

震
央
距
離
は
等
P
S
線
を
重
い
て
其
の
中
心
を
震
央
と
し
、
其
れ
か
ら
各
観
測
所
迄
の
距
離
を
地
国
上
に
於
て
測
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
重
い
た
P
S
I
A
曲
線
は
震
央
附
近
に
多
〈
の
観
測
値
を
有
し
、
然
も
其
等
が
可
な
ιり
諮
問
く
曲
線
上
に
分
布

せ
ら
れ
る
故
正
確
度
も
相
静
岡
大
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
而
し
て
此
の
曲
線
を
延
長
し
℃
P
S
の
軸
と
交
ら
し
め
る
ξ
震
央

に
於
け
る

P
S
の
値
お
と
し
て
三
秒

O
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
震
源
の
深
3
h
は

v 
11 

<::;1 

--1 Iさ
<::;1ば

な
る
式
で
奥
へ
ら
れ
る
、
弦
に
旬
、

ぬ
は
夫
々
縦
波
及
横
波
の
地
殻
表
屠
に
於
け
る
速
度
で
夫
々
毎
秒
五
粁
五
六
及
三
粁

五
な
る
値
を
有
す
る
と
仮
定
す
る
事
が
出
来
る
。
然
る
と
き
は
震
源
の
深
3
は
二
十
八
粁
と
な
る
、

白
著
者
の
前
論
文
紀
記
せ
し
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
各
地
方
観
測
所
化
℃
観
測
に
依
る

P
一P
継
績
時
間
は
第
一
表
中
に
記

轄
向
園
の
位
置
よ
ι
り
求
む
る
方
法
、
関
東
大
地
震
に
於
て
も
屯
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
存
在
に
依
る

P
一P
相
の
存
在

せ
し
如
C
ぞ
あ
る
。
今
各
地
方
観
測
所
の
畿
震
時
と
震
央
距
離
と
か
ら
走
時
曲
線
を
主
主
、
此
の
曲
線
上
ょ
，
nノ

P
一r
の
値

一一ニ丸



ニ
三

O

を
上
方
に
取
ム
ヘ
業
等
を
結
ぶ
一
P
走
時
曲
線
を
霊
ぐ
。
而
し
て
P
J
P
雨
走
時
曲
線
の
交
結
乞
求
め
る
と
路
百
十
五
粁

を
な
る
0
1

い
震
央
か
ら
此
の
距
離
に
相
蛍
す
る
地
黙
は
即
P
J
P
雨
波
が
同
時
に
到
達
す
る
地
賂
で
あ
っ
て
、
所
謂
轄
向
闘

の
位
置
で
あ
る
9

次
に
日
本
に
於
け
る
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヲ
ク
屠
の
深
3
は
二
三
の
人
々
に
依
っ
て
測
定
せ
ら
れ
大
龍
次
の
加
さ
深
さ
と
な
っ

て
居
る
ba

地

震

名

不
謹
績
居
の
深
さ

震
涼
の
深
さ

算

定

者

大
正
十
四
年
五
月
二
十
三
日
北
但
馬
強
震

大
正
十
五
年
八
月
三
日
東
京
湾
強
震

昭
和
三
年
三
月
七
日
北
丹
後
烈
震

昭
和
二
年
十
月
二
十
七
日
中
越
強
震

四

手目

連ー

清-

夫

四

四
O 

鷺

扱

清

四
五

四

園

富

信

四

八

国

富

信
也
↓

之
れ
に
依
れ
ば
我
図
に
於
け
る
不
漣
績
屠
の
深
曲
、
d

は
四
十
二
粁
と
し
て
差
支
な
い
。
扱
縛
向
園
の
所
で
は

pi?
一P
雨
波

が
同
時
に
到
着
す
る
と
一
五
ふ
僚
件
か
ら

て
引
引
H
(
ω
?
と

32boaE

弦
s

に
ふ
は
轄
向
結
の
震
央
距
離
?
ゐ
は
震
源
の
深

3
、
d
は
毛
、
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
深

3
、
回
一
は
ω
山口

Q
H
九
「
で
奥
へ
ら

.向

L
N

均
一
口
不
漣
績
回
暦
の
上
屠
及
下
回
膚
中
に
於
け
る
縦

れ
、
不
漣
緩
居
に
齢
制
す
る
縦
波
の
会
反
射
の
臨
界
角
で
あ
る
。
但
し
勺

波
の
速
度
で
夫
々
五
粁
九
及
八
粁

0
・
な
る
値
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。



《

i

扱
此
の
式
・
中
化
前
、
越
し
だ
A

刷
及
d
の
値
を
代
入
し
℃
震
源
の
深

g
h
を
求
め
る
を
)
三
十
一
粁
な
る
値
を
得
℃
1

前
の

方
法
に
で
求
め
た
値
と
路
，
一
致
す
る
。

悩

等

P
S
線
の
魚
ず
縮
図
の
長
径
及
短
径
の
長
ヨ
は
震
源
の
深
3
と
一
定
な
る
関
係
を
有
す
る
事
は
著
者
が
気
象
集

誌
第
二
輯
第
六
念
第
三
時
抗
に
悉
じ
く
述
べ
た
所
で
あ
る
。
即
ち
浅
い
震
源
を
有
す
る
地
震
に
於
て
は
、
十
秒
の
等
P
S
線

を
猫
主
、
其
の
短
径
の
長
3
を
b
粁
と
す
れ
ば
震
源
の
深
ヨ
h
は

ミ~

， 

V
H
m
v，
N

l

H

・0
恥
守

な
る
式
に
て
粁
単
位
に
て
奥
へ
ら
れ
る
。
今
第
一
一
聞
に
重
い
た
十
秒
等
P
S
線
よ
ι
り
其
の
短
径
の
長
3
を
求
め
る
と
、
一
六

十
七
粁
と
な
る
。
故
に
之
れ
よ
h
ノ
震
源
の
深
3
を
求
h
u

れ
ば
二
十
七
粁
を
得
る
。

即
ち
以
上
三
方
法
に
依

6
震
源
の
深
3
を
求
-U
れ
ば
夫
々
二
十
八
粁
、
一
二
十
一
粁
、
二
十
七
粁
を
得
る
。
故
に
之
等
の

平
均
値
と
し
℃
二
十
八
粁
を
震
源
の
深

3
正
し
て
選
ぶ
事
と
す
る
。
勿
論
之
れ
は
敵
味
震
姑
の
深
ヨ
で
あ
る
。

=
一
ブ
初
動
方
向
よ
り
推
定
せ
し
地
震
の
機
巧

一
此
の
地
震
の
初
動
方
向
を
各
地
方
観
測
所
の
記
象
紙
復
潟
よ
ム
リ
議
取
.
つ
均
値
は
第
こ
表
中
に
掲
げ
た
如
〈
で
あ
る
。
此

の
表
だ
見
る
と
剣
る
通
。
、
或
る
観
測
所
の
初
動
方
向
の
如

3
は
七
人
の
験
測
者
の
議
取
ι
り
値
が
金
〈
一
致
し
て
居
る
故

ぃ

E
確
度
は
可
成
。
大
な
る
事
が
剣
る
。
津
、
名
古
屋
1

涜
松
山
銚
子
、
大
阪
、
和
歌
山
、
八
木
、
彦
根
、
岐
阜
、
松
本
、

長
野
1
'

前
橋
)
熊
谷
等
の
艇
が
共
れ
で
あ
る
0

・z
即
も
震
央
附
近
ー
を
除
い
て
は
震
央
か
ら
束
或
は
西
に
存
在
す
る
観
測
所
の

一一一一一一、
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初
動
が
極
め
て
剣
然
ぜ
る
事
、
特
民
震
央
以
西
に
存
在
す
る
観
測
所
の
初
動
は
殆
ん
Y}凡
て
極
め
で
明
瞭
で
あ
る
事
口
、

此
の
地
震
の
機
巧
を
考
察
宇
る
上
に
重
要
な
意
味
を
有
・
ず
る
。

扱
震
央
附
近
に
於
け
る
初
動
分
布
を
地
固
ム
に
描
い
て
見
る
曹
と
第
一
園
の
如
く
に
な
る
。
問
ち
震
央
か
ら
西
方
に
位
す
J

る
地
勅
で
は
沼
津
、
甲
府
、
一
角
田
、
長
野
1

松
本
、
高
山
、
演
松
、
名
古
屋
、
金
津
等
九
州
一
帯
迄
凡
で
第
一
一
靭
と
し
℃

密
波
を
戚
じ
て
居
る
が
只
沖
縄
以
南
が
疎
波
で
あ
る
。
然
る
に
震
央
よ
ム
リ
東
方
の
地
姑
で
は
初
動
方
向
の
分
布
が
極
め
℃

複
雑
で
あ
る
。
即
ち
、
前
橋
、
熊
谷
、
布
良
は
疎
波
で
あ
る
が
、
東
京
は
密
波
で
あ
る
、
更
に
銚
子
、
水
戸
、
仙
牽
、
石

品
位
等
一
は
疎
波
で
あ
つ
で
、
共
れ
よ

'o北
西
な
る
秋
田
、
-
函
館
は
密
波
で
あ
る
。

初
動
分
布
か
ら
此
の
地
震
の
後
震
機
巧
を
推
定
す
る
事
は
仲
々
困
難
で
あ
っ
て
、
其
の
設
明
を
記
し
た
論
文
は
中
村
左

衛
門
太
郎
氏
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
同
氏
の
設
に
依
る
と
、
此
の
地
震
は
傾
斜
断
層
で
、
其
の
断
層
面
は
北
々
西
ょ
。

南
々
束
へ
と
走
っ
て
居

b
、
伏
角
は
約
七
十
七
度
で
あ
る
一
と
一
五
ム
。
今
此
の
設
明
を
な

3
む
が
翁
に
中
村
氏
は
東
京
の
み

を
含
み
、
沼
津
及
布
良
を
含
ま
ゴ
る
一
小
国
を
書
い
て
居
る
。
而
し
て
此
の
国
は
後
震
姑
よ
ら
断
層
面
に
直
角
に
出
で
た
震

波
が
、
地
表
面
と
交
る
結
で
あ
っ
て
、
其
れ
等
は
一
つ
の
節
固
と
な
る
ー
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
中
村
氏
の
震
源
の
一
深
3
は
六
十
六
粁
で
あ
っ
て
、
断
層
面
が
其
の
地
の
法
線
と
な
す
角
は
十
三
度
で
あ
る
か
ら
、

前
述
し
た
、
節
回
は
東
京
.
の
み
を
含
h
u
様
な
小
固
と
は
-
な
ら
ず
、
震
波
の
屈
折
を
考
へ
て
も
宇
径
約
三
千
粁
強
の
固
と
な

る
。
従
っ
て
新
あ
る
考
へ
方
は
少
く
と
も
不
蛍
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
此
の
地
震
の
殺
震
機
巧
性
中
村
氏



の
説
明
で
は
未
だ
充
分
と
云
ム
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

依
っ
て
第
一
闘
に
示
し
た
様
な
初
動
方
向
の
分
布
か
ら
此
の
地
震
の
後
震
機
巧
を
推
定
す
る
に
は
他
の
別
種
な
考
へ
方

を
要
す
る
。
其
れ
故
著
者
は
新
た

K
、
約
四
十
粁

K
存
在
す
る
不
漣
績
回
腐
を
考
へ
民
入
れ
て
此
の
地
震
の
機
巧
を
説
明
し

ゃ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

先
づ
第
二
国
民
於
て
0
0
を
地
表
面
、

U
U
を
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
の
不
逗
績
面
と
し
、

U
U
の
上
下
雨
屠
の
地
殻
内
は

一
様
な
弾
性
的
媒
躍
で
あ
る
と
す
る
。
而
し
て
H
を
震
源
と
し
、

U
U
及
H
の
深
3
は
夫
々
四
十
二
粁
及
二
十
八
粁
と
俄

γ

定
し
、
第
一
居
中
民
於
け
る
縦
波
の
遮
度
叫
を
五
粁
五
六
、
第
二
居
中
民
於
け
る
速
度
ヂ
乞
八
粁
O
と
仮
定
す
る
。
然
る

と
き
は
震
源
か
ら
出
た
縦
波
が
U
U
面
に
入
射
し
た
際
、
其
れ
が
金
反
射
乞
し
て
再
び
第
一
一
層
中
K
返
る
か
或
は
屈
折
し

て
第
二
屠
中
へ
遜

U
か
は
、

U
U
面
へ
の
入
射
角
の
大
小
に
由
っ
て
定
ま
る
。

而
し
て
斯
か
る
金
反
射
の
臨
界
角
を
札
?
と
す
れ
ば

e-

2
ロ
n
k
C
H
I
l
l
i

A
)凶

・
な
る
故
に
均
一
口
四
十
七
度
三
十
一
分
と
な
る
。

扱
震
源
H
K
於
て
第
二
国
甲
の
如

3
正
断
層
を
考
へ
℃
見
る
。
即
ち
上
磐
は
東
側
、
下
磐
は
西
側
に
位
し
℃
、
震
源
に

於
℃
は
相
説
的
に
上
磐
は
下
降
し
、
下
磐
は
上
昇
し
た
如
き
運
動
を
魚
し
た
も
の
ξ
す
る
。
而
し
て
新
か
る
断
屠
面
は
れ

H
F
の
如
・
3
方
向
を
収
。
、
地
表
面
と
F
刊
に
於
℃
交
'p
、
其
の
方
向
は
れ
結
に
於
け
る
鉛
直
線
の
方
向
と
約
四
十
八
度
の

一一一一一一一一
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角
度
を
銭
す
も
の
と
考
へ
る
。
今
H
K
於
て
此
の
断
層
面
に
垂
直
な
る
平
面
を
考
へ
、
之
れ
を
聞
に
於
て
N
H
N
と
す
る
。

斯
く
て
震
波
は
直
進
す
る
も
の
と
限
定
す
れ
ば
民
E
N
の
方
向
は
震
源
に
於
け
る
務
位
の
方
向
民
垂
直
で
あ
る
が
故

民
、
縦
波
に
謝
し
て
は
遜
位
最
小
な
る
方
向
と
な

b
、
節
線
の
方
向
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
故
民
卒
面
机
H
N
と
地
表
面

と
の
交
線
付
節
線
と
な
る
。

扱
斯
か
る
疋
断
居
を
考
ふ
る
と
き
は
其
の
断
層
面

H
F
及
節
商
N
H
N
な
る
二
卒
面
に
由
。
分
売
る
、
四
つ
の
象
限

に
於
て
は
、
縦
波
の
初
動
は
交
互
に
疎
波
及
密
波
と
な
る
。
即
ち
れ
H
机
象
限
に
て
は
縦
波
の
初
動
は
疎
波
、
机
H
F
象

限
に
℃
は
密
波
1
F
H
N
に
限
象
て
は
疎
波
、
れ
H
N
象
限
に
て
は
密
波
と
し
℃
停
播
す
る
。

今
れ
H
凡
象
限
内
に
含
ま
る
L
地
表
の
部
分

R
E
凡
に
就
て
考
ふ
る
に
、
此
の
部
分
の
地
表
面
に
℃
は
地
震
の
初
動
ー
と

し
s

て
疎
波
を
戚
ず
る
が
故
に
、
初
動
は
凡
て
震
源
に
向
ふ
可
主
で
あ
る
。
然
も
E
は
震
源
の
箕
上
に
嘗
る
が
故
に
震
源
よ

L

り
最
短
距
離
に
あ
る
地
表
面
上
の
一
黙
で
あ
る
。
故
に
此
の
部
分
の
地
表
面
に
て
は
初
動
は
凡
て
震
央
に
向
ム
。
而
し
℃

断
層
面
及
節
面
が
地
表
面
ど
交
る
交
線
は
、
地
表
面
上
に
て
は
小
国
伝
魚
す
が
故
に
、
共
の
卒
面
闘
を
霊
け
ば
、
第
二
国

乙
の
如
く
)
夫
々

Q
A
R
B
R
及
A
M
B
の
如
主
二
本
の
精
厨
弧
と
な
る
可

3
で
あ
る
。
従
つ
℃
れ
H
V川
象
限
内
に
於
け

る
初
動
は
第
二
岡
乙
A
Pハ
B
W内
に
固
ま
る
〉
部
分
の
如

3
分
布
を
一
不
す
。

」
、
次
に
机
Hamr
象
限
に
於
℃
吋
縦
波
初
動
は
密
波
で
あ
る
。
故
に
凡
以
来
の
地
表
上
に
て
は
初
動
は
震
源
と
反
畿
の
方
向

に
向
ム
。
然
し
H
e
F
な
る
断
層
面
に
沿
ム
て
進
よ
り
縦
波
は
不
運
績
面
U
U
に
約
四
十
八
度
の
角
を
翁
し
て
入
射
す
る
。

二
三
五
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此
の
角
は
金
反
射
の
臨
界
角
よ
'
り
も
大
で
あ
る
が
故
に
、
此
の
方
向
院
進
む
縦
波
は
U
U
面
K
て
る
・
一
反
射
を
な
し
て
地
表

面
に
・
遜
h
u
。
即
ち
同
上
吋
一
回
の
方
向
を
採
る
も
の
が
之
れ
で
あ
る
。

然
-
る
に
震
源
ょ
，
n
ノU
U
面
入
射
す
る
縦
波
の
中
臨
界
角
四
十
七
度
三
十
一
分
な
る
角
に
て
入
射
す
る
E
f
は
屈
折
し
て

第
二
居
中
に
入
。
f

g
の
方
向
を
と
今
、

g
に
て
再
び

U
U
面
に
入
射
し
、
屈
折
し
て

g
W
の
方
向
を
取

o
wに
て
地
表

面
に
到
達
す
る
。
即
ち
W
は
韓
向
黙
と
な
る
。
然
し
で
更
に
臨
界
角
よ
ム
り
小
な
る
入
射
角
K
て
不
漣
績
面
に
入
射
す
る
震

波
は
凡
て
第
二
日
府
中
に
入
。
屈
折
し
℃
再
び
地
表
面
に
現
は
る
》
如
き
径
路
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
の
震
波

は
F
H
N
象
限
K
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
共
の
初
動
は
疎
波
で
あ
る
。
従
っ
て
地
表
面
に
て
W
以
来
れ
固
に
て
は

W
よ
ム
リ
右
側
)
の
所
に
は
初
動
と
し
て
一
P
に
代
ム
る
に

P
が
現
は
れ
共
の
方
向
付
震
源
に
向
ふ
可
き
で
あ
る
・
。
固
化
は

一P
が
初
動
を
な
す
も
の
乞
車
線
矢
に
て
一
不
し
、

P
が
初
動
と
な
る
も
の
を
二
重
線
の
矢
に
て
示
し
て
あ
る
。

扱
W
は
若
し
地
殻
が
等
方
、
等
質
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
.
震
央
よ
'
り
等
距
離
な
る
凡

4

℃
の
方
向
に
ι

現
は
る
Y
可
3
で

あ
る
故
、
震
央
を
中
心
と
す
る
国
を
な
っ
て
現
は
れ
、
所
謂
轄
向
厨
を
構
成
す
る
第
二
閏
乙
に
於
け
る
W
M
園
が
之
れ
で

あ
る
。
服
し
て
震
央
よ
ム
ワ
右
側
に
て
は
、
前
述
し
た
理
由
に
依

h
此
の
闘
を
援
と
し
て
初
動
は
英
の
性
質
及
方
向
を
異
に

す
る
。
叉
P
一P
観
測
よ
'nノ一
P
走
時
曲
線
を
重
さ
、
共
れ
が
P
走
時
曲
線
ど
交
る
姑
は
轄
向
国
の
震
央
距
離
を
奥
ふ
る
も
の

で
あ
る
。
斯
く
し
て
著
者
が
P
一P
観
測
上
。
第
三
国
の
如
く
、

P
一Y
雨
種
の
走
時
曲
線
を
室
主
轄
向
結
W
の
震
央
距
隊
を

求
む
れ
は
約
百
十
五
粁
と
な
る
事
を
知
る
。
，
即
ち
此
の
地
震
の
轄
向
闇
は
牛
径
百
十
五
粁
の
固
と
な
る
故
、
第
一
国
の
如
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ニ=一凡

〈
前
橋
の
北
方
よ

h
水
戸
の
南
西
方
を
活
。
銚
子
西
方
よ
A
9
九
十
九
里
演
沖
を
過
る
固
と
な

b
、
此
の
国
の
雨
側
に
℃
初

動
方
向
の
相
反
せ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

次
に
同
H
N
象
限
を
見
る
に
、
設
に
て
は
縦
波
の
初
動
は
密
波
で
あ
る
。
故
に
れ
よ
A

リ
西
方
(
聞
に
て
は
W
よ
b
左
側
)

に
て
は
初
動
は
密
波
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
叉
前
述
し
た
と
同
様
臨
界
角
を
以
て
U
U
面
に
入
射
し
た
縦
波
は

屈
折
の
結
果
M
結
に
於
て
地
表
面
に
現
は
れ
、
此
の
姑
を
境
と
し
て
東
西
雨
側
に
て
は
初
動
の
性
質
乞
異
民
す
る
。
即
ち

M
勅
以
来
氏
て
は
初
動
は
一
P
波
で
あ
る
に
反
し
て
M
結
以
西
に
て
は
初
動
は
P
波
で
あ
る
。
然
し
之
等
雨
波
は
夏
化
遠
距

離
に
あ
る
W
黙
迄
は
初
動
の
方
向
を
特
捜
ず
る
事
は
無
い
。

如
何
と
な
れ
ば
凡
H
N
な
る
節
面
は
U
U
面
と
交
る
b
駄
に
於

τ、
法
線
と
約
四
十
三
度
の
角
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
此
の
面
に
沿
ふ
て
進
h
u
縦
波
は
第
二
居
中
に
屈
折
し
、

H
b
d
N
な
る
経
路
を
取
ι
り
、
町
に
て
地
表
面
に
到
達
す

る
。
而
し
て
此
の
如

3
震
波
よ
ム
り
支
に
小
な
る
入
射
角
を
以
て
不
漣
績
面
に
入
射
す
る
も
の
は
N
H
F
象
限
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
故
初
動
は
疎
波
で
あ
る
。
従
て
町
よ
A

リ
以
西
(
国
に
て
は
町
よ
ム
り
左
側
)
の
地
表
上
の
諾
貼
は
疎
波
を
初
動
と
し

て
戚
ず
る
。
即
ち
町
を
援
と
し
て
初
動
は
其
の
方
向
相
反
す
る
誇
で
あ
る
。

新
く
て
R
M
の
問
に
℃
は
初
動
は
一
P
波
で
あ
っ
て
其
の
方
向
は
震
源
と
反
動
な
方
向
を
指
す
。
然
し
夏
に
遠
き
M
W
問

に
て
は
初
動
は
P
波
で
あ
る
が
、
之
等
P
波
は
倫
p
u
E
N
象
限
に
属
す
る
も
の
で
・
あ
る
故
川
初
動
は
P
波
な
る
に
も
係
ら

ず
密
波
で
あ
っ
て
、
其
の
方
向
は
失
張
。
震
源
と
反
動
衣
方
向
に
向
ふ
。
然
る
に
節
面
町
内
E
N
に
沿
ふ
℃
準
h
u
縦
波
は
れ



E
N
と
N
E
F
雨
象
限
の
境
界
に
沿
ふ
て
活
~
な
も
の
で
あ
る
故
、
共
れ
が
地
表
面
に
現
は
る
、

W
K
賂
は
初
動
方
向
の
念
愛

す
る
所
と
な
る
。
即
ち
第
二
閏
乙
の

X
W
Y
が
此
の
境
界
と
な
る
線
で
あ
る
。
然
し
地
球
は
球
形
で
あ
る
故
X
W
Y
な
る

線
は
闘
の
如
き
国
弧
と
は
な
ら
ず
町
に
て
震
央
に
封
し
凸
形
を
な
す
精
固
弧
と
な
る
可

3
で
あ
る
が
今
般
A

り
に
X
W
Y
の

¥ 

如
く
不
蓮
緩
面
を
平
面
と
考
へ
て
重
い
て
見
た
の
で
あ
る
。

新
〈
の
如
く
R
H
N
象
限
に
て
も
N
H
F
象
限
に
於
け
る
如
く
轄
向
国
の
存
在
を
確
認
す
る
事
は
出
来
る
が
、
之
れ
を

境
と
し
て
初
動
方
向
の
念
獲
を
認
め
る
事
が
出
来
ね
の
は
前
述
し
た
如
き
理
由
に
依
る
の
で
あ
る
。
故
に
第
二
国
及
第
一

周

K
は
轄
向
国
の
西
宇
部
は
結
線
に
て
描
い
た
の
で
あ
る
。

‘
、
扱
第
二
表
の
初
動
方
向
の
観
測
を
見
る
に
牽
湾
及
石
垣
島
に
て
は
初
動
方
向
が
路
震
源
に
向
ひ
、
共
れ
よ
ι
り
以
来
の
地

方
と
相
反
せ
る
方
向
を
採
っ
て
居
る
。
即
ち
此
の
地
方
は
第
二
闘
の
町
結
以
西
の
地
方
に
相
等
し
F
沖
縄
及
石
垣
島
の
中

問
に
附
日
勤
が
存
在
あ
る
と
考
へ
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。

ペ
，
扱
第
二
国
甲
の
如

3
正
断
屠
に
依
A

り
て
は
同
閏
乙
の
如
主
初
動
方
向
の
分
布
が
得
ら
れ
る
誇
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
乞

質
際
地
震
計
観
測
よ
'
り
得
た
る
初
動
の
分
布
と
比
較
す
る
と
金
く
合
致
す
る
の
を
見
る
。
即
ち
A
れ
B
凡
な
る
二
本
の
精

園
弧
に
固
ま
れ
た
る
部
分
に
は
前
橋
、
熊
谷
.
布
良
を
台
み
、

wv内
問
に
は
東
京
を
含
み
、

W
以
来
に
は
水
戸
、
銚
子
、

仙
台
を
含
ん
で
居
る
。
叉
西
側
に
て
は

R
M
間
に
甲
府
、
沼
津
、
長
野
、
高
田
、
新
潟
以
西
沖
縄
迄
の
観
測
所
を
含
み
.

W
以
西
に
石
垣
島
、
台
北
を
含
ん
て
居
る
。
即
ち
関
東
大
地
震
の
複
雑
な
る
初
動
分
布
も
斯
く
の
如
く
後
震
結
E
に
於
け

2
三
丸



二
四

O

る
正
断
層
的
愛
位
を
考
ふ
れ
ば
完
全
に
-
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

第
一
国
は
仙
台
以
西
、
近
幾
地
方
迄
の
初
動
分
布
と
其
れ
を
断
層
面
、
節
線
、
韓
向
固
に
で
分
っ
た
獄
売
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

但
し
弦
に
注
意
を
要
す
る
は
此
の
大
地
震
後
陸
地
測
量
部
に
て
測
定
し
た
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
相
模
湾
に
於
け
る
大

地
特
使
で
あ
る
。
(
震
災
珠
防
調
査
合
報
告
第
百
競
甲
、
今
村
博
士
報
交
附
園
第
七
国
参
照
)
今
此
の
大
地
震
が
会
〈
関
東
大

地
震
に
依
っ
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
夫
れ
と
、
著
者
が
験
震
撃
上
よ
ム
リ
求
め
た
、
此
の
地
震
の
後
現
機
巧
と

は
簡
単
な
関
係
を
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。
然
し
著
者
の
求
め
た
正
断
層
的
援
位
は
此
の
地
震
の
口
火
を
切
っ
た
機
巧
で

あ
っ
て
、
更
に
主
要
動
に
入
つ
℃
か
ら
の
援
動
に
は
全
く
鰯
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
今
村
博
士
の
如
く
此
の
地
震

が
引
緩
い
て
起
っ
た
三
同
の
地
震
を
含
む
も
の
と
し
、
其
等
の
震
央
も
亦
夫
々
異
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
相
漠
潜
の
大
地

援
と
此
の
地
震
の
後
震
機
巧
と
の
聞
に
は
何
等
特
殊
な
関
係
を
考
へ
な
く
と
も
差
支
な
い
。

ノ

図
、
'
相
模
湾
沿
岸
に
於
け
る
モ
ホ
ロ
ビ
チ
ッ
ク
居
の
深
さ

次
に
種
々
な
方
法
よ
A

り
求
め
た
関
東
大
地
震
の
震
源
の
深
3
及

P
、一
P
走
時
曲
線
ょ
の
求
め
た
轄
向
園
の
震
央
距
離
を

用
ぴ
て
、
此
の
震
央
附
近
に
於
け
る
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
深
3
を
求
め
て
見
る
。
共
の
た
め
に
前
に
記
し
た

て
引
引
H
(
芝

L
E
i
-

式
中
K
F
H
浅

草
d
h
v
c
u
口
町
誇
4

。
抗
日
出
。
戸
、
を
代
入
す
れ
ば

(
N
H
H
S

誇

c 



と
な
る
。
即
ち
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヲ
ク
屠
の
深
さ
は
此
の
地
方
に
於
て
は
大
路
三
十
九
粁
と
な
'
り
、
本
邦
各
地
に
て
求
め
た
深

3
と
大
館
一
致
す
る
値
テ
一
採
る
事
を
知
る
。

命
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヲ
ク
居
の
深
3
を
求
む
る
前
式
は
P
、一
P
雨
波
が
轄
向
結
に
は
同
時
に
到
達
す
る
の
僚
件
よ
A

り
求
め
た

も
の
で
あ
る
。
今
此
の
式
の
会
微
分
を
ふ
一
定
と
し
て
求
む
れ
ば

ω(同『

~
v
.

3
H可
制
刊
判
|
「
。
。

と
な
h
ノ
、
前
式
は
震
源
の
深
3
の
誤
差
一
粁
に
針
し
て
、
不
運
緩
面
の
深
さ
一
粁
の
相
遣
を
一
不
す
の
み
で
あ
る
。
故
化
震

源
の
深
3
を
精
確
に
求
め
得
る
-
な
ら
ば
不
蓮
績
面
の
深
3
を
求
む
る
式
と
し
て
充
分
な
も
の
を
思
ば
れ
る
。

J士
11'口

論

、
要
す
る
に
本
論
文
は
各
地
観
測
所
の
験
震
結
果
の
凡
て
を
用
ひ
て
大
正
十
二
年
九
月
一
日
相
模
湾
沿
岸
に
脱
税
現
せ
る
所

謂
闘
東
大
地
震
の
調
査
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
℃
其
の
結
果
と
し
て
等
殺
震
時
線
、
等
P
S
線
、
初
動
方
向
、

P
一P

の
観
測
等
エ
ム
り

一
、
後
震
黙
の
震
央
は
東
経
百
一
二
十
九
度
十
七
分
、
北
緯
三
十
五
度
二
十
二
分
、
卒
塚
の
北
西
金
目
附
近

一
一
、
震
源
の
深
3
は
一
一
十
八
粁
。

三
、
後
震
機
巧
は
束
中
か

K
上
磐
を
有
す
る
正
断
層
で
あ
っ
て
、
東
側
は
相
説
的
に
陥
渡
し
、
西
側
は
隆
起
せ
る
如
§
静
一
位

を
一
不
じ
‘
断
層
面
は
鉛
直
線
の
方
向
と
約
四
十
八
度
の
角
を
な
し
、
断
層
面
の
水
平
方
向
は
北
十
一
ハ
度
西
よ

0
南
十
六
度

L
一
四
一



ご
四
ニ

東
に
向
っ
て
居
る
。

四
、
足
ホ
ロ
ピ
チ
Y

ク
居
の
深
3
は
震
央
附
還
に
て
約
三
十
九
粁
で
あ
る
e

等
の
結
果
を
得
て
居
る
。
而
し
℃
之
等
の
験
震
皐
上
よ
A

リ
の
結
果
が
此
の
地
震
の
他
の
重
要
な
る
部
分
の
調
査
上
に
幾

分
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
著
者
の
本
懐
之
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
。
(
昭
和
四
年
一
月
於
中
央
気
象
蔓
)

附
記

震
央
に
於
け
る
後
震
時
は
走
時
曲
線
を
延
長
し
‘
走
時
の
軸
と
交
は
ら
し
な
れ
ば
求
め
得
ら
れ
る
。

新
く
し
て
求
め
ら
れ
た
震
央
に
於
け
る
接
震
時
は

松
山
博
士

十
一
時
五
十
八
分
三
十
二
秒

中
村
博
士

著
者

十
一
時
五
十
八
分
三
十
五
秒

十
一
時
五
十
八
分
三
十
六
秒

と
な

b
路
一
致
す
る
値
を
示
し
て
居
る
。
今
震
源
の
深
3
を
前
述
し
た
如
く
二
十
八
粁
と
す
れ
ば
、
震
源
に
於
け
る
後
震

時
は
十
一
時
五
十
八
分
三
十
一
秒
と
な
る
。

但
し
此
の
場
合
に
は
震
波
の
速
度
は
二
十
八
粁
迄
の
卒
均
速
度
五
・
七
粁
秒

を
用
ひ
て
あ
る


